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　ここ最近の AI 技術の進歩は目覚ましく、医療
業界においてもさまざまな場面で活用されるよう
になった。身近なところでも胸部レントゲンにお
ける自動解析やカルテの自動要約など日常の診療
の中でも AI の可能性がどんどん拡がっていると
思う。そんな中でも、特に身近な AI が ChatGPT
のような対話型 AI サービスかと思う。そんな
ChatGPT に最近の医療経営を取り巻く環境につ
いて尋ねてみた。医療機関にとって厳しさが増し
ているポイントとして、①人口構造の変化（少子
高齢化）、②診療報酬・介護報酬の抑制、③人材
不足と人件費の上昇、④医療の高度化・専門化、
⑤地域医療構想・再編の圧力、⑥患者・利用者の
意識変化、⑦デジタル化（DX）の進展、と 7つ
の項目を挙げてくれた。
　自らのこととして考えたときに確かにどれも
当てはまるとは感じたが、ここ最近特に実感した
のが、③の人材不足と人件費の上昇である。とい
うのも、当院でおよそ一年前に短い期間の中で複
数のスタッフが各々の事情で退職するというタイ
ミングを経験した。もともとあまり人の入れ替
わりがなかった当院で、同時期に複数の新たな人
材を揃えていくのにはかなり苦労した。しかもス
タッフを増員したいと考えていたタイミングでも
あったので尚更であった。募集をかけていくとハ
ローワークからのみではなく、いくつもの民間の
人材派遣会社からも問い合わせが殺到する。ただ、
派遣会社からとなるともちろん膨大な費用がかか
るため、リスク回避のためにもなんとかハロー
ワークや直接の希望者を切望する日々であった。
その後、なんとか予定人数まで人員が揃い、今で
はそれなりに診療も軌道に乗ることができた。

　ここ最近、医業の廃業も問題となっているが
人材不足や人件費の上昇が要因となっている部分
も多々あるのではないかと想像する。人材不足が
深刻な現状を考えると、民間の人材派遣会社が人
材を求める私たちの重要なパートナーとなってく
るとは思う。ただし、いろいろなトラブルを見聞
きする機会もあり、雇用者側からするとどうして
も費用等のリスクを考えると慎重にならざるを得
ないところがあると思う。今後もう少し私たちに
とって安心して利用できるような形になってほし
いところではある。
　最後に話が少し戻るが、AI や DX をうまく活
用していくことで人員削減につながる部分はある
と思うし、効率化を図れる部分もあると思う。そ
れでも、感情を交えたコミュニケーションや、突
発的な事案に柔軟性をもって対応するようなこと
に関してはまだまだ AI や DX では成し得ること
のできない部分であると思う。そんな中、スタッ
フと働けることのありがたみをしみじみと感じる
今日この頃である。
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